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着

々

と

進

む

調

査

活

動

事
務
局
長
　
寺
田
貞
治

保
存
会
の
活
動
も
、
大
き
な
拡

ろ
が
り
を
見
せ
、
テ
レ
ビ
、
新
聞

で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
入
会
者
も
増

え
、
会
員
数
も
十
月
二
日
現
在
で

二
百
二
十
七
名
に
達
し
ま
し
た
。

調
査
活
動
も
順
調
に
進
み
、
当

時
の
こ
と
が
、
次
第
に
は
っ
き
り

し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
日
吉
台

地
下
壕
を
掘
ら
さ
れ
た
朝
鮮
人
労

働
者
の
実
態
が
、
幾
ら
か
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
特
筆
す
べ

き
こ
と
で
し
ょ
う
。

先
日
、
藤
沢
で
慶
應
大
学
新
学

部
建
設
に
伴
う
文
化
財
の
調
査
に

従
事
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
、
藤
沢

の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
も
米
軍
の
本

土
上
陸
を
迎
撃
す
る
た
め
の
地
下

壕
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
便
り
が

あ
り
ま
し
た
。

私
達
が
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
一
杯
あ
り
ま
す
。
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。
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第

四

回

幹

事

会

報

告

八
月
五
日
に
慶
應
義
塾
藤
山
記

念
館
中
会
議
室
で
、
ビ
デ
オ
に
よ

る
学
習
会
の
後
、
開
か
れ
た
。

報
告
事
項

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活

動
に
つ
い
て
＝
元
海
軍
省
経
理
局

主
計
課
士
官
の
千
葉
朝
夫
氏
か
ら

の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
で
、
戦
争
末
期
の

日
吉
で
の
様
子
と
南
海
の
孤
島
で

起
こ
っ
た
悲
惨
な
人
肉
事
件
の
話

を
伺
っ
た
。
②
ビ
デ
オ
に
よ
る
学

習
会
に
つ
い
て
＝
八
月
五
日
午
後

四
時
よ
り
藤
山
記
念
線
会
議
室
で

行
わ
れ
二
九
名
が
参
加
。
③
朝
鮮

人
労
働
者
の
問
題
に
つ
い
て
＝
孫

正
寅
氏
（
在
日
本
大
韓
民
国
居
留

民
団
中
央
本
部
国
際
局
次
長
）
に

当
時
の
関
係
者
の
消
息
の
調
査
を

依
頼
し
た
。
④
マ
ス
コ
ミ
開
係
＝

N
H
K
テ
レ
ビ
八
月
六
日
ビ
デ
オ

撮
り
、
八
月
七
日
放
映
予
定
、
東

京
新
聞
八
月
八
日
取
材
予
定
。
⑤

松
代
大
本
営
跡
を
見
学
＝
七
月
二

五
日
、
大
日
方
悦
夫
氏
（
松
代
大

本
営
の
保
存
を
す
す
め
る
会
・
事

務
局
長
）
の
案
内
で
、
松
代
の
地

下
壕
を
見
学
し
た
。
延
べ
三
百
万

人
の
人
に
よ
っ
て
約
九
ヶ
月
で
延

べ
十
三
キ
ロ
の
地
下
壕
が
掘
ら
れ

た
。
強
制
連
行
に
よ
る
朝
鮮
人
労

働
者
は
約
七
千
人
と
言
わ
れ
、

も
っ
と
も
危
険
な
と
こ
ろ
で
、
劣

悪
な
条
件
の
も
と
に
働
か
さ
れ
、

多
く
の
人
々
が
亡
く
な
っ
た
と
い

う
。幹
事
よ
り
の
報
告

茂
呂
氏
よ
り
＝
軍
令
部
警
備
隊

の
人
の
証
言
を
聞
い
た
。
又
、
七

〇
才
の
老
婆
よ
り
被
災
届
を
当
時

市
役
所
に
出
し
た
こ
と
を
聞
い

た
。久
我
氏
よ
り
＝
当
時
の
米
軍
の

資
料
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の

で
調
べ
て
み
る
と
の
こ
と
。

議
事
①
会
報
第
三
号
の
発
刊
に
つ
い

て
＝
九
月
下
旬
に
発
刊
。
聞
き
取

り
調
査
の
内
容
を
載
せ
る
。
②
活

動
の
進
め
方
に
つ
い
て
＝
調
査
活

動
・
P
R
活
動
・
会
員
募
集
に
つ

い
て
話
し
合
う
。
③
そ
の
他
＝
八

月
六
日
午
後
一
時
に
日
吉
キ
ャ
ン

パ
ス
の
警
備
員
室
前
に
集
合
し
た

後
、
日
吉
本
町
の
人
に
当
時
の
こ

と
を
聞
き
取
り
、
地
下
壕
に
も
ぐ

る
。
こ
の
と
き
N
H
K
も
来
て
ビ

デ
オ
を
撮
る
。

第

五

回

幹
事
・
会
報
告

九
月
二
二
日
に
慶
應
義
塾
藤
山

紀
念
館
中
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

報
告
事
項
　
　
事
務
局
よ
り

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活

動
家
つ
い
て
＝
第
三
回
会
合
が
九

月
十
五
日
に
開
か
れ
、
地
元
の
方

で
当
時
の
事
を
知
っ
て
お
ら
れ
る

厚
川
米
作
氏
（
戦
災
者
）
と
石
本

正
之
氏
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
た
。
宮
前
地
区
で
は
四
八
軒

の
う
ち
、
三
十
軒
近
く
の
家
が
焼

け
た
と
い
う
。
今
後
の
予
定
と
し

て
、
十
一
月
ご
ろ
松
代
大
本
営
跡

の
地
下
壕
の
状
祝
を
視
察
す
る
。

②
マ
ス
コ
ミ
関
係
＝
N
H
K
テ
レ

ビ
が
九
月
六
日
地
元
の
人
か
ら
聞

き
取
り
の
様
子
と
地
下
壕
の
ビ
デ

オ
を
撮
り
、
ま
た
八
月
七
日
に
は

七
分
間
放
映
さ
れ
た
。
神
奈
川
新

聞
が
八
月
十
六
日
の
朝
刊
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足
し
た
こ
と

を
掲
載
。
東
京
新
聞
「
夏
ふ
り
か

え
れ
ば
昭
和
」
と
い
う
特
集
で
八

段
に
わ
た
っ
て
日
吉
台
地
下
壕
に

つ
い
て
掲
載
。
③
調
査
活
動
に
つ

い
て
＝
蟹
ヶ
谷
の
東
京
通
信
隊
の

地
下
壕
を
調
査
。
（
別
掲
）
。
連

合
艦
隊
司
令
部
お
よ
び
設
営
隊
の

方
々
八
名
に
原
宿
の
水
交
会
に
集

ま
っ
て
も
ら
っ
て
話
を
聞
い
た
。

そ
の
他
、
日
吉
台
地
下
壕
の
関
係

者
十
一
人
に
話
を
聞
い
た
。

幹
事
よ
り

綱
島
街
道
軍
用
道
路
と
し
て
作

ら
れ
た
こ
と
や
、
N
T
T
日
吉
局

が
作
ら
れ
た
の
も
軍
と
の
関
係
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
調
査
す
る
必
要
が
あ

る
。議
事
①
第
三
号
の
会
報
の
発
刊
に
つ

い
て
＝
内
容
は
久
保
寺
、
小
嶋
両

氏
の
聞
き
取
り
（
茂
呂
）
、
焼
夷

弾
の
発
見
（
梅
沢
）
、
松
代
の
地

下
壕
（
加
賀
谷
）
、
蟹
ヶ
谷
の
地

下
壕
と
朝
鮮
人
労
働
者
（
寺
田
）
。

発
刊
は
九
月
末
日
。
②
当
面
の
活

動
計
画
＝
見
学
会
は
十
月
十
五
日

（
日
）
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
は
「
海
軍

の
組
織
・
機
構
に
つ
い
て
」
吉
田

照
彦
氏
（
海
軍
戦
史
研
究
家
）
十

月
十
八
日
（
水
）
五
時
、
藤
山
記

念
館
中
会
議
室
で
開
催
。
③
松
代

大
本
営
の
保
存
を
す
す
め
る
会
か

ら
「
大
会
な
ど
を
開
く
と
き
連
帯

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
頂
け
な
い
か
」

と
い
う
要
請
に
関
し
て
承
諾
す
る

こ
と
に
決
定
。
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敗

戦

前

後

の

日

吉

の

様

子

茂
呂
秀
宏

去
る
七
月
二
九
日
、
日
吉
台
中

地
歴
探
訪
会
は
、
日
吉
本
町
二
丁

目
の
旧
家
で
あ
る
小
嶋
邦
夫
さ
ん

宅
で
近
所
の
戦
争
体
験
者
数
名
に

集
ま
っ
て
も
ら
い
、
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
の

は
、
軍
司
令
部
警
備
隊
の
久
保
寺

さ
ん
夫
妻
（
昭
和
一
九
年
九
月
に

日
吉
に
入
る
）
、
当
時
東
急
に
勤

務
さ
れ
て
い
た
市
野
さ
ん
夫
妻
そ

し
て
小
島
さ
ん
親
子
と
探
訪
会
の

生
徒
六
人
、
職
員
二
人
で
し
た
。

○
当
時
の
食
料
事
情
に
つ
い
て

・
米
対
麦
が
二
対
八
の
麦
飯
、
そ

れ
に
さ
つ
ま
い
も
に
タ
ク
ア
ン

が
つ
い
て
い
る
の
が
普
通
（
市

野
さ
ん
）

・
軍
で
は
白
米
の
み
。
タ
バ
コ
も

自
由
、
日
吉
に
き
て
太
り
だ
し

た
（
久
保
寺
さ
ん
）

・
ま
わ
り
が
農
家
だ
っ
た
の
で
め

ぐ
ま
れ
て
い
た
（
市
）

・
ま
わ
り
の
農
家
は
麦
を
食
べ
て

い
た
。
軍
に
白
米
を
供
出
さ
せ

ら
れ
て
い
た
。
米
の
検
査
は
厳

し
か
っ
た
。
（
小
嶋
さ
ん
）
（
市
）

・
軍
内
部
で
は
上
の
人
は
ニ
シ
ン

な
ど
の
魚
が
つ
く
。
下
の
ほ
う

の
人
は
恐
ろ
し
く
し
ょ
っ
ぱ
い

シ
ャ
ケ
。
終
戦
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
食
料
事
情
は
良
く
な
っ

た
。

○
服
装
・
風
呂
な
ど
に
つ
い
て

・
モ
ン
ペ
が
普
通
。
モ
ン
ペ
に
も

よ
そ
い
き
の
も
の
と
普
段
着
の

も
の
が
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
日

吉
台
小
三
〇
年
史
に
書
い
て
あ

る
。
（
市
）
（
久
）
（
小
）
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

・
洋
服
に
し
ら
み
が
つ
い
て
い

る
。
　
し
ら
み
と
り
で
イ
ン
ク
ビ

ン
が
一
杯
に
な
っ
た
。
し
ら
み

を
と
り
す
ぎ
る
と
風
邪
を
ひ
く

（久）

・
こ
こ
に
疎
開
に
き
て
い
た
子
供

た
ち
が
近
く
の
農
家
に
風
呂
を

も
ら
い
に
き
た
が
た
く
さ
ん
の

し
ら
み
を
持
っ
て
来
た
。

（
小
）
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

・
軍
の
中
で
は
、
浴
槽
内
を
汚
さ

ぬ
た
め
に
、
風
呂
に
入
る
と
き

は
手
を
あ
げ
た
ま
ま
湯
ぶ
ね
の

中
に
人
ら
さ
れ
、
手
を
湯
に
入

れ
る
と
ひ
っ
ぱ
た
か
れ
た
。

○
空
襲
の
様
子

・
焼
夷
弾
で
家
を
焼
か
れ
た
り
、

爆
弾
の
直
撃
を
く
ら
っ
た
。

（
久
）
（
市
）
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
・
最
初
に
空
襲
が
あ
っ
た
の
は
宮

前
、
三
月
二
四
日
で
9
0
％
が

や
ら
れ
た
。
（
市
）
（
久
）

・
焼
夷
弾
が
雨
の
よ
う
に
降
っ

た
。
蟹
ヶ
谷
の
通
信
隊
・
慶
應

を
ね
ら
っ
て
落
と
さ
れ
た
。
大

倉
山
も
や
ら
れ
た
。
（
久
）

（市）

・
三
月
二
四
日
前
で
、
野
外
で
草

を
刈
っ
て
い
た
ら
戦
闘
機
が
低

空
で
や
っ
て
き
て
撃
た
れ
た
。

燐
の
人
が
足
を
や
ら
れ
た
。
貫

通
し
た
。

・
ユ
ニ
ー
の
近
く
、
駒
林
神
社
近

く
に
大
型
爆
弾
が
落
と
さ
れ

た
。

・
油
脂
焼
夷
弾
は
な
か
な
か
消
え

ず
、
こ
わ
く
な
っ
て
逃
げ
た
。

（
お
ば
あ
さ
ん
達
）

・
羅
災
証
明
書
が
被
害
を
う
け
る

と
だ
さ
れ
た
。
そ
れ
を
持
っ
て

い
く
と
優
先
的
に
物
が
配
給
さ

れ
た
。
（
市
）

・
米
軍
機
が
墜
ち
、
米
兵
を
つ
か

ま
え
た
。
丸
首
の
ベ
テ
ィ
さ
ん

の
絵
が
か
か
れ
て
い
る
シ
ャ
ッ

を
着
て
い
た
。
背
が
高
く
自
分

が
引
き
ず
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
（
久
）

○
地
下
壕
建
設
の
様
子
・
地
下
壕

と
住
民
と
の
関
係
に
つ
い
て

・
地
下
壕
の
建
設
に
は
韓
国
の
人

が
多
く
い
た
。
お
な
か
を
す
か

し
、
ぼ
ろ
を
ま
と
っ
た
よ
う
な

人
に
、
本
来
な
ら
捨
て
る
べ
き

残
飯
を
わ
け
て
あ
げ
た
。
全
く

ひ
ど
い
生
活
を
し
て
い
た
。

（久）

・
肩
の
と
こ
ろ
が
切
れ
、
つ
ぎ
は

ぎ
だ
ら
け
の
服
を
着
、
地
下
足

袋
を
は
い
て
、
モ
ッ
コ
を
か
つ

い
で
い
た
。
（
久
）

○
終
戦
か
ら
戦
後
の
様
子

・
戦
争
が
終
わ
る
と
地
下
壕
に

残
っ
て
い
た
味
噌
・
醤
油
が

持
っ
て
い
か
れ
た
。
（
久
）

（市）

・
ト
ラ
ッ
ク
・
馬
に
食
糧
を
積
ん

で
持
っ
て
い
っ
た
将
兵
が
い

た
。
（
久
）
　
（
市
）

・
十
五
キ
ロ
の
砂
糖
を
か
つ
い
で

い
っ
た
者
も
い
る
。
（
久
）

・
た
く
さ
ん
と
ら
れ
た
ん
だ
か
ら

と
い
っ
て
周
囲
の
農
家
の
人
々

も
持
っ
て
行
っ
た
人
が
い
た
。
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（久）

・
慶
應
内
の
敷
地
や
、
日
吉
台
小

学
校
の
近
く
に
あ
っ
た
ス
ク

ラ
ッ
プ
も
い
つ
の
間
に
か
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
（
市
）

○
米
軍
の
占
領
に
つ
い
て

・
米
軍
は
昭
和
二
四
年
ぐ
ら
い
ま

で
は
い
っ
て
い
た
。
（
久
）

・
米
軍
が
日
吉
の
町
に
出
て
く
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
黒
人
兵
が
砂

糖
を
も
っ
て
ま
ず
売
り
に
く

る
。
そ
の
あ
と
憲
兵
が
砂
糖
を

取
り
上
げ
に
く
る
と
い
う
詐
欺

み
た
い
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

（久）

・
戦
後
、
米
軍
は
隣
組
に
労
働
奉

仕
を
割
り
当
て
た
。
家
で
も
や

ら
な
か
っ
た
選
択
を
や
ら
さ
れ

た
。
そ
の
時
生
ま
れ
て
は
じ
め

て
洗
濯
機
を
使
っ
た
。

○
（
戦
争
に
つ
い
て
の
感
想
）

・
戦
争
は
い
や
だ
。
畑
に
立
っ
て

い
た
だ
け
で
撃
た
れ
る
な
ん

て
。

・
横
須
賀
に
い
た
時
、
兵
が
逃
げ

た
。
お
む
す
び
を
頭
に
結
び
浄

化
槽
の
中
に
数
日
間
隠
れ
て
い

て
発
見
さ
れ
た
。
ア
ン
モ
ニ
ア

を
た
っ
ぷ
り
吸
い
込
ん
だ
上
、

め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
な
ぐ
ら
れ
丸

太
の
よ
う
に
な
っ
て
死
ん
だ
。

戦
争
は
い
や
だ
。
（
久
）

蟹

ヶ

谷

に

も

地

下

壕

が

存

在

竹
薮
か
ら
二
億
円
が
出
た
騒
ぎ

の
あ
っ
た
近
く
に
、
海
軍
の
東
京

通
信
隊
の
は
い
っ
て
い
た
地
下
壕

が
あ
っ
た
。

地
下
壕
は
、
ヨ
の
字
型
を
し
て

お
り
、
東
西
方
向
の
三
つ
の
地
下

壕
（
い
ず
れ
も
長
さ
一
〇
メ
ー
ト

ル
前
後
）
の
東
側
に
出
入
口
が
あ

り
、
奥
に
南
北
方
向
に
地
下
壕

（
長
さ
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
が

あ
っ
て
、
三
ヶ
所
に
空
気
抜
き
の

縦
穴
が
あ
る
。
地
下
壕
の
大
き
さ

は
東
西
方
向
の
も
の
が
幅
一
・
五

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
、

南
北
方
向
の
も
の
が
幅
四
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で

あ
る
と
地
元
の
人
に
聞
い
た
。

造
っ
た
時
期
は
昭
和
十
九
年
春

か
ら
秋
に
か
け
て
の
約
半
年
間
で

あ
っ
た
。
地
下
壕
の
中
は
壁
に
向

か
っ
て
通
信
機
が
一
杯
な
ら
ん
で

い
た
と
い
う
。

久
木
・
蟹
ヶ
谷
か
ら
下
田
町
の

丘
の
上
に
は
木
柱
が
林
立
し
、
ア

ン
テ
ナ
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
直
径

三
セ
ン
チ
の
ケ
ー
ブ
ル
線
が
埋
没

さ
れ
、
こ
の
地
下
壕
に
引
き
込
ま

れ
て
い
た
。
又
、
慶
應
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
連
合
艦
隊
の
方
へ
も
ケ
ー

ブ
ル
線
が
つ
な
が
つ
て
い
た
と
い

う
。
　
こ
こ
の
通
信
隊
は
、
海
軍
の

各
部
隊
か
ら
の
電
波
を
受
信
す
る

の
が
任
務
で
あ
っ
た
。
送
信
は
保

土
ヶ
谷
や
船
橋
の
通
信
隊
か
ら
で

あ
っ
た
。

蟹
ヶ
谷
の
丘
の
上
に
通
信
隊
の

建
物
が
あ
り
、
捕
虜
や
特
攻
隊
志

願
の
兵
が
い
た
。
戦
後
一
年
間
米

軍
が
進
駐
し
て
い
た
。
や
た
ら
に

銃
を
ぶ
っ
ぱ
な
す
の
で
危
な
か
っ

た
。
地
下
壕
に
あ
っ
た
通
信
機
は

米
軍
が
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
い
っ

た
と
い
う
。

焼

夷

弾

発

見梅沢
滋
隆

太
平
洋
戦
争
の
と
き
米
軍
の
B

2
9
機
が
日
吉
の
地
下
壕
空
襲
を

目
ざ
し
て
投
下
し
た
焼
夷
弾
を
二

発
（
不
発
弾
）
発
見
し
た
。
（
発

見
者
は
梅
沢
滋
隆
）
。

そ
の
発
見
場
所
は
日
吉
四
丁
目

十
六
番
付
近
で
日
本
国
土
（
株
）

の
土
留
の
工
事
で
土
手
（
慶
應

側
）
を
発
掘
中
に
土
の
中
か
ら
出

土
し
た
。
工
事
の
職
人
さ
ん
達
は

焼
夷
弾
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
教

え
て
上
げ
た
。
四
丁
目
方
面
の
山

の
地
下
に
防
空
壕
が
あ
り
、
下
の

道
路
よ
り
の
土
手
か
ら
防
空
壕
の

地
下
水
が
流
れ
出
て
お
り
ま
す
。

梅
沢
は
今
ま
で
に
二
本
発
見
し
、

今
回
の
発
見
の
う
ち
一
本
と
前
回

の
二
本
と
は
地
下
壕
の
幹
事
会
に

渡
し
て
あ
り
、
後
の
一
本
は
他
の

学
者
に
お
見
せ
し
て
か
ら
幹
事
会

へ
渡
し
ま
す
が
今
回
の
発
見
は
九

月
十
一
日
（
月
）
の
昼
休
み
に
私

が
昼
食
を
取
り
に
家
へ
帰
っ
た
と

き
で
し
た
。
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お

し

ら

せ

地

下

壕

見

学

会

日
時
　
　
十
月
一
五
月
（
日
）

午
後
二
時
～
四
時

集
合
場
所
　
東
横
線
日
吉
駅
東
口

慶
應
大
学
警
備
員
宝
前

集
合
時
間
　
午
後
二
時

服
装
　
長
靴
・
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
・
帽
子

持
物
　
懐
中
電
燈
・
軍
手
・
カ
メ

ラ
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
忘
れ

ず
に
）

注
意
　
①
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
参

加
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

②
農
家
の
庭
先
か
ら
は
い

る
の
で
、
迷
惑
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
③

み
ん
な
か
ら
離
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。
④
泥
で

滑
り
易
く
、
排
水
溝
や
マ

ン
ホ
ー
ル
が
あ
る
の
で
気

を
つ
け
る
こ
と
。
⑤
農
家

の
人
が
水
を
利
用
し
て
い

る
の
で
、
水
を
汚
さ
な
い

こ
と
。
⑥
万
一
事
故
が

あ
っ
て
も
責
任
は
一
切
と

り
ま
せ
ん
。

参
加
申
込
　
参
加
希
望
者
は
、
事

務
局
ま
で
、
電
話
ま
た
は

ハ
が
キ
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

朝

鮭

人

労

働

者

の

人

数

が

判

明

御
廚
文
雄
氏
（
第
三
〇
一
〇
設

営
隊
主
計
長
）
よ
り
、
朝
鮮
人
労

働
者
の
人
数
が
判
明
し
た
。
朝
鮮

人
労
働
者
は
、
民
間
の
鉄
道
工
業

株
式
会
社
（
隊
道
を
掘
る
会
社
で

社
長
は
菅
原
通
斎
）
が
連
れ
て
き

た
。
日
吉
に
来
た
の
は
、
日
本
人

の
社
員
が
約
三
百
人
、
朝
鮮
人
労

働
者
が
約
七
百
人
で
あ
っ
た
。

鉄
道
工
業
は
海
軍
か
ら
仕
事
を
請

け
負
っ
て
や
っ
て
い
た
の
で
、
鉄

道
工
業
が
朝
鮮
人
労
働
者
を
ど
の

よ
う
な
条
件
・
待
遇
で
働
か
せ
て

い
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た

が
、
ひ
ど
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
は

聞
い
た
。
御
廚
氏
は
行
く
と
面
倒

な
こ
と
が
起
こ
る
の
で
現
場
に
は

行
か
な
か
っ
た
。

久
保
寺
重
夫
氏
（
東
京
誓
備
隊

第
七
分
隊
長
）
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮

人
労
働
者
が
警
備
隊
の
烹
炊
所
に

残
飯
を
も
ら
い
に
よ
く
来
た
と
い

う
。
彼
ら
は
服
は
汚
く
ボ
ロ
ボ
ロ

で
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
も
の
を
着

て
い
た
。
二
十
四
時
間
ぶ
っ
通
し

で
三
交
代
制
で
地
下
壕
を
掘
っ
て

い
た
。
飯
は
一
日
二
食
で
相
当
ひ

ど
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
て
い
た
よ

う
で
あ
っ
た
。
周
辺
の
農
家
の
人

の
話
で
も
、
時
々
見
る
に
見
か
ね

て
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

朝
鮮
人
労
働
者
の
問
題
は
、

も
っ
と
調
査
し
、
掘
り
下
げ
て
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
で
は
な
い
か
と
思
う
。

松

代

大

本

営

跡

の

地

下

壕

を

見

学

し

て

加
賀
谷
欣
之
助

七
月
下
旬
、
松
本
で
の
大
学
生

協
セ
ミ
ナ
ー
の
帰
り
に
松
代
大
本

営
跡
地
を
見
学
で
き
た
こ
と
は
幸

い
で
し
た
。

丁
度
、
長
野
県
民
生
協
の
「
平

和
活
動
委
員
会
」
主
催
「
松
代
の

旅
」
に
便
乗
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

委
員
の
方
や
、
案
内
役
の
大
日
方

先
生
（
長
野
工
業
高
校
）
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
生
協
組
合
員
（
お

母
さ
ん
た
ち
）
や
「
保
存
を
す
す

め
る
会
」
の
み
な
さ
ん
の
熱
心
さ

に
は
頭
の
下
が
る
思
い
を
し
ま
し

た
。
　
さ
て
「
松
代
大
本
営
」
の

全
貌
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
最

近
の
こ
と
で
、
地
元
の
篠
ノ
井
旭

高
校
の
生
徒
達
が
修
学
旅
行
で
沖

縄
の
壕
を
見
学
し
、
集
団
自
決
の

悲
惨
な
話
を
聞
き
、
帰
っ
て
来
て

か
ら
自
分
達
の
郷
土
に
は
松
代
大

本
営
跡
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、

地
下
の
測
量
や
聞
き
取
り
調
査
を

す
す
め
、
発
表
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

彼
ら
の
呼
び
掛
け
で
、
八
六
年

に
は
市
民
に
よ
る
「
保
存
を
す
す

め
る
会
」
が
発
足
し
、
現
在
は
、

保
存
要
請
署
名
が
四
万
名
を
突
破

す
る
な
ど
、
活
動
の
う
ね
り
は
大

き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

地
下
壕
は
三
つ
の
山
（
象
山
・

舞
鶴
山
・
皆
神
山
）
　
に
掘
削
さ

れ
、
そ
の
総
延
長
は
1
3
キ
ロ
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メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
と
い
う
。
総

面
積
は
4
3
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
、
甲
子
園
球
場
の
4
倍
の
広
さ

で
あ
っ
た
。
最
初
、
象
山
の
地
下

壕
（
政
府
・
N
H
K
が
入
る
予
定

だ
っ
た
）
に
実
際
入
っ
て
見
る

と
、
岩
盤
を
く
り
抜
い
た
だ
け

あ
っ
て
湿
気
が
な
く
大
変
涼
し

い
。
（
こ
の
点
は
日
吉
台
地
下
壕

と
は
大
分
異
な
る
）

搾
岩
機
な
ど
は
な
く
、
ド
リ
ル

で
あ
け
た
穴
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を

押
し
込
み
発
破
し
て
は
石
屑
を
ト

ロ
ッ
コ
で
運
び
だ
す
作
業
を
人
海

戦
術
で
進
め
た
と
い
う
。
い
た
る

処
に
そ
の
穴
の
跡
が
見
え
る
。

後
に
行
っ
た
舞
鶴
山
（
大
本

営
予
定
）
の
地
震
観
測
所
の
案
内

文
に
は
「
多
く
の
国
民
を
動
員
し

て
大
工
事
を
強
行
し
た
」
と
あ

る
。
実
際
は
周
辺
や
近
県
か
ら
の

徴
用
や
学
徒
動
員
も
あ
る
が
、
主

な
労
働
力
は
東
北
の
飯
場
か
ら
集

め
ら
れ
た
り
、
朝
鮮
半
島
か
ら
強

制
連
行
さ
れ
て
来
た
朝
鮮
人
が
大

部
分
で
あ
り
、
そ
の
数
は
7
0
0

0
人
に
も
の
ぼ
る
と
い
う
。

ブ
タ
小
屋
の
よ
う
な
飯
場
に
押

し
込
み
、
三
食
と
も
コ
ー
リ
ャ
ン

め
し
で
十
二
時
間
労
働
を
昼
と
な

く
夜
と
な
く
九
ヶ
月
に
も
わ
た
っ

て
続
け
ら
れ
た
。

し
か
も
最
も
危
険
な
作
業
を
強

制
さ
れ
、
多
く
の
怪
我
人
や
死
人

を
出
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の

数
は
今
だ
に
不
明
で
あ
る
。

こ
の
人
た
ち
が
ど
ん
な
悲
惨
な

思
い
を
し
た
こ
と
か
、
又
、
国
家

権
力
が
い
か
に
人
道
に
も
と
る
こ

と
を
強
制
す
る
も
の
か
を
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。

壕
の
な
か
ほ
ど
の
や
や
広
い
所

で
、
参
加
者
一
同
黙
祷
を
し
た
。

ラ
イ
ト
を
消
し
、
真
の
暗
闇
の
中

で
、
物
音
一
つ
し
な
い
所
で
四
十

年
前
の
こ
と
を
想
っ
た
。
（
こ
の

壕
工
事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
朝
鮮

人
（
父
親
）
の
娘
の
山
根
昌
子
さ

ん
（
当
時
五
才
）
の
書
か
れ
た

「
遥
か
な
る
旅
」
（
銀
河
書
房
）

を
読
む
と
、
当
時
と
戦
後
も
長
い

間
差
別
を
受
け
、
苦
し
み
続
け
、

生
き
抜
い
て
来
た
こ
と
に
感
銘
を

受
け
ま
す
。
）

何
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
大
工

事
を
強
行
し
た
の
か
。

そ
れ
は
た
だ
国
体
護
持
、
天
皇

制
支
配
体
制
の
温
存
に
あ
っ
た
。

一
九
四
四
年
春
に
は
太
平
洋
戦

域
で
の
日
本
の
敗
北
は
日
に
日
に

濃
厚
と
な
り
、
本
土
が
空
襲
を
受

け
、
大
本
営
は
「
一
億
玉
砕
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
本
土
決
戦
の

道
を
選
択
し
た
。

そ
し
て
沖
縄
で
出
来
る
だ
け
戦

争
を
長
び
か
せ
（
沖
縄
県
民
を
犠

牲
に
し
）
そ
の
間
に
本
土
決
戦
の

準
備
を
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

松
代
大
本
営
計
画
は
遷
都
計
画

で
あ
る
と
「
保
存
の
会
」
の
方
は

言
い
ま
す
。
当
時
2
0
0
0
万
人

の
関
東
地
方
の
国
民
は
危
険
に
さ

ら
し
た
ま
ま
、
自
分
た
ち
は
安
全

な
と
こ
ろ
に
逃
げ
る
と
い
う
発
想

で
あ
る
。
い
ざ
と
い
う
時
、
国
家

権
力
や
軍
隊
は
国
民
を
決
し
て
守

ら
な
い
と
い
う
説
明
に
は
説
得
力

が
あ
っ
た
。

又
、
戦
後
地
震
観
測
所
は
、
防

災
上
、
大
変
役
立
っ
て
い
る
と
は

い
え
、
密
か
に
米
軍
の
核
戦
略
の

下
に
組
み
込
ま
れ
、
世
界
の
地
下

核
実
験
の
観
測
が
早
く
か
ら
行
わ

れ
て
い
た
と
い
う
話
を
聞
き
、
大

変
驚
い
た
。

「
保
存
の
会
」
の
努
力
が
実

り
、
松
代
大
本
営
跡
の
完
全
保

存
・
全
面
公
開
・
「
平
和
祈
念
公

園
」
の
実
現
を
心
か
ら
願
う
次
第

で
す
。

「戦争の傷跡」の調査・保

存、残り少なくなってゆく

「証人」（体験者）の聞き取

り調査などをすすめ、学ぶ中

で、戦争の悲惨さ、平和の貴

さを感じる幅のひろい活動が

大事であることを痛感したこ

とでした。編

集

後

記

◆
9
月
下
旬
に
発
行
す
る

予
定
で
し
た
が
ま
た
も
や
遅

れ
て
し
ま
っ
た
。
怠
け
て
い

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

つ
い
つ
い
忙
し
さ
に
か
ま
け

て
し
ま
っ
た
。

◆
調
査
が
順
調
に
進
み
，

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
が
，
全
部
載
せ

る
こ
と
が
出
来
な
い
の
が
残

念
で
す
。
◆
終
戦
記
念
日
の
前
後
に

新
聞
・
T
V
で
放
映
さ
れ
た

の
で
，
会
員
も
少
し
づ
つ
ふ

え
て
い
ま
す
。

◆
会
報
そ
の
他
な
に
か
ご

意
見
・
ご
感
想
が
あ
り
ま
し

た
ら
，
事
務
局
ま
で
お
寄
せ

下
さ
い
。


